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【開催日】 令和７年６月１０日（火） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午前１０時４５分～午前１１時７分 

【出席委員】 

委 員 長 伊 場  勇 副 委 員 長 森 山 喜 久 

委 員 大 井 淳 一 朗 委 員 岡 山  明 

委 員 笹 木 慶 之 委 員 白 井 健 一 郎 

委 員 松 尾 数 則   

【欠席委員】なし 

【委員外出席議員等】なし 

【執行部出席者】 

選挙管理委員会事務局長 舩 林 康 則 選挙管理委員会事務局次長 渡 邉 俊 浩 

選挙管理委員会選挙係長 梅 野 貴 裕   
 

【事務局出席者】 

局 長 石 田  隆 議 事 係 長 岡 田 靖 仁 

【審査内容】 

１ 議案第５４号 山陽小野田市議会議員及び山陽小野田市長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

２ 議案第５５号 山陽小野田市報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する

条例の制定について 

３ 閉会中の継続調査事項について 

４ その他 

 

午前１０時４５分 開会 

 

伊場勇委員長 ただいまより総務文教常任委員会を開会いたします。審査内容

１、議案第５４号山陽小野田市議会議員及び山陽小野田市長の選挙にお

ける選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてです。それでは、執行部の説明を求めます。 
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舩林選挙管理委員会事務局長 議案第５４号山陽小野田市議会議員及び山陽小

野田市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正

する条例の制定について御説明します。これは国会議員の選挙等の執行

経費の基準に関する法律の一部を改正する法律が令和７年６月４日に施

行されたことに伴って、公職選挙法施行令の一部を改正する政令が同日

で施行され、選挙公営に係る選挙運動用ビラ及びポスターの作成単価が

引き上げられたため、国の基準を参考に規定している本条例について所

要の改正を行うものです。改正内容につきまして御説明します。まず、

選挙公営に係る選挙運動用ビラの作成単価は、７円７３銭から８円３８

銭に引上げとなります。また、選挙運動用ポスターの作成単価は、５４

１円３１銭から５８６円８８銭に引上げとなります。この改正により、

候補者１人当たりの引上げ額は、市議会議員選挙では、ビラ作成の上限

額が３万９２０円から３万３，５２０円へ引上げ、ポスター作成の上限

額が２９万９，１６２円から３０万８，４５４円へ引上げとなります。

なお、この改正は本年１０月に執行予定の山陽小野田市議会議員選挙以

降の市の選挙において適用となります。説明は以上でございます。御審

査のほどよろしくお願いいたします。 

 

伊場勇委員長 執行部からの説明が終わりましたので、委員からの質疑を求め

ます。質疑のある方は挙手にてお願いいたします。 

 

大井淳一朗委員 改正前と改正後で違いがあることの説明がありましたが、こ

の条例改正は国の政令と全く同じ改正内容と理解してよろしいでしょう

か。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 おっしゃるとおりです。 

 

笹木慶之委員 法律改正によって金額が変わるということですが、予算的には

総額でどのくらい変わるんでしょうか。 
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舩林選挙管理委員会事務局長 今回、予算については立候補者３０名を想定し

ております。３０名分の影響額は３５万６，７６０円となる見込みです。 

 

大井淳一朗委員 今の影響額は、このたびの一般会計補正予算には影響しない

と理解してよろしいですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 この改正による影響額につきましては、現在の

市議会議員選挙費の中で対応する予定です。 

 

伊場勇委員長 金額が上がった背景はどのように理解したらよろしいでしょう

か。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 国の改正理由としましては、最近の物価変動等

を考慮し、選挙等の円滑な執行を図るためということです。 

 

岡山明委員 影響額は３５万６，０００円ということですけど、どのぐらいの

枚数分になりますか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 選挙運動用ビラについては、候補者１人当たり

の上限枚数は４，０００枚です。ポスターについては、ポスター掲示場

の貼付できる枚数が上限枚数ですので、２０２か所で２０２枚となりま

す。 

 

伊場勇委員長 そのほかに質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）質疑

を終わります。討論を行います。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ

者あり）討論なしと認めます。それでは、採決に移ります。議案第５４

号山陽小野田市議会議員及び山陽小野田市長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について賛成の方の

挙手を求めます。 
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（賛成者挙手） 

 

伊場勇委員長 全員賛成で可決すべきものと決しました。続きまして、議案第

５５号山陽小野田市報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例の

制定についてです。執行部からの説明を求めます。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 議案第５５号、山陽小野田市報酬及び費用弁償

条例の一部を改正する条例の制定について御説明します。国会議員の選

挙等の執行経費の基準に関する法律の一部を改正する法律が令和７年６

月４日に公布され、同日施行され、国政選挙時における選挙長や投票立

会人等の報酬の額が引き上げられました。本市で執行する選挙における

選挙長等の報酬の額については、本条例の中で国の基準に準じて規定し

ておりますので、このたびの国の基準改正に伴い所要の改正を行うもの

です。改正内容につきましては、お手元の新旧対照表を御覧ください。

この中で主なものとしましては、選挙長の報酬が１万８００円から１万

２，２００円へ増額、投票所の投票立会人の報酬が１万２，８００円か

ら１万４，５００円へ増額、開票立会人の報酬が８，９００円から１万

１００円へ増額となっています。なお、この改正は本年７月の参議院議

員通常選挙以降の選挙において適用となります。説明は以上です。御審

査のほどよろしくお願いします。 

 

伊場勇委員長 執行部からの説明が終わりましたので、委員からの質疑を求め

ます。質疑のある方は挙手にてお願いいたします。 

 

笹木慶之委員 本議案に対する予算額はどのようになっているでしょうか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 こちらの改正につきましても、改正による影響

額については、参議院選挙費や市議会議員選挙費の中でそれぞれ対応し

たいと思います。影響額につきましては、参議院議員では２０万５，６
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００円、市議会議員の選挙費では１６万７，０００円、県知事選挙では

１９万９，６００円を見込んでおります。 

 

大井淳一朗委員 市職員が立会人として対応する場合は、同じように支給され

るという理解でよろしいでしょうか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 市職員につきましては、時間外勤務手当によっ

て支給しております。 

 

大井淳一朗委員 期日前投票や当日の立会人は主に地域の人が対応するんです

けれども、高齢化で成り手不足の問題があるかと思うんです。本市では

きちんと充足されているんでしょうか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 これまでのところは不足しているということは

ございませんが、おっしゃるとおり、年々依頼しづらい状況になってき

ていると感じております。 

 

笹木慶之委員 開票立会人等々が従事する時間の問題があります。職員は時間

外勤務の時間数で計算されますが、開票立会人が従事するのは一度きり

です。深夜にわたった場合に問題ないですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 開票立会人は、おっしゃるとおり１回というカ

ウントにはなるんですけれども、日をまたいだ場合であっても開票所が

開かれた時刻から閉じられた時刻までの間を１回として算定することと

なります。そういった条例の規定がございますので、日をまたいだとし

ても１回ということになります。 

 

岡山明委員 期日前投票などの立会人として、同じ人が最高で何回入られたの

か。多い、少ないでどのぐらい格差があるのか、お聞きします。 
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舩林選挙管理委員会事務局長 昨年１０月の衆議院議員選挙では、最高で１人

の立会人に３回入っていただきました。 

 

伊場勇委員長 報酬増額の根拠はどのように捉えたらよろしいですか。なぜ上

がったんですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 国の改正理由によりますと、物価の変動等を考

慮して円滑な選挙の執行を図るというところでございます。改正内容の

金額につきましては、国の基準に合わせて設定をしております。 

 

伊場勇委員長 そのほかに質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）これ

をもって質疑を終わります。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あ

り）討論なしと認めます。それでは、採決に移ります。議案第５５号山

陽小野田市報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

伊場勇委員長 全員賛成で可決すべきものと決しました。ここで暫時休憩しま

す。 

 

午前１０時５８分 休憩 

 

午前１１時５分 再開 

 

伊場勇委員長 休憩を解きまして、総務文教常任委員会を再開いたします。続

いて、審査内容３、閉会中の継続調査事項についてです。資料がござい

ます。令和７年９月定例会前日まで継続して閉会中調査することができ

る調査事項を記載しております。これに追加し、または削除するべきで

はないかという御意見があれば、挙手にてお願いします。（「なし」と
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呼ぶ者あり）それでは御意見等がないようなので、このように調査事項

を決定します。それでは、審査内容４、その他として何かございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）それでは、これにて総務文教常任委員会を散

会します。お疲れさまでした。 

 

午前１１時７分 散会 

 

令和７年（2025 年）６月１０日 

              

  総務文教常任委員長  伊 場   勇   


